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一
般
会
計
240
億
200
万
円
と
特
別
会
計
106

億
７
千
480
万
円
、
公
営
企
業
会
計
53
億
30

万
円
を
合
わ
せ
、
繰
越
明
許
費
分
を
含
め

た
実
質
的
な
予
算
規
模
は
412
億
２
千
291
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
主
な
事
業
は
、
市
役
所
本

庁
舎
建
設
事
業
費
６
億
９
千
050
万
円
、
西

い
ぶ
り
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
費

１
億
５
千
244
万
円
、
（
仮
称
）
幌
別
児
童

館
統
合
整
備
事
業
費
３
億
６
千
631
万
円
に

つ
い
て
事
業
の
本
格
化
に
伴
い
予
算
増
と

な
る
一
方
、
公
債
費
は
第
三
セ
ク
タ
ー
等

改
革
推
進
債
の
償
還
終
了
に
伴
い
大
き
く

減
少
し
、
予
算
総
額
は
前
年
度
比
約
3.8
億

円
の
減
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
3.5
億
円
の
財
源
不
足
は
、
北
海
道
市
町

村
備
荒
資
金
組
合
超
過
納
付
金
の
取
り
崩

し
で
補
う
財
政
措
置
と
し
ま
し
た
。

　
４
日
間
で
行
わ
れ
た
予
算
審
査
の
概
要

は
、
一
般
会
計
の
歳
出
は
各
款
ご
と
に
、

歳
入
は
全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
、
公

明
党
と
市
民
・
前
進
、
市
政
ク
ラ
ブ
21
の

３
会
派
の
総
括
質
疑
終
了
後
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
と
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
・
学
校
給
食
事
業
・

介
護
保
険
・
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事

業
・
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
及
び
簡
易

水
道
事
業
に
つ
い
て
歳
入
・
歳
出
全
般
に

わ
た
り
質
疑
を
行
い
、
質
疑
終
了
後
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
は
、
歳
入
に
つ
い
て

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
千ち

田だ

）

詳しい質疑の内容を録画
配信でご覧いただけます。
スマートフォン等をお持
ちの方は、下の二次元コ
ードからご覧ください。

　令和６年第１回定例会において、３月１１日か
ら１４日の間、予算・決算委員会（新年度予算）
を開催し、令和６年度の予算関連議案の審査を
行いました。
　委員１４名から約１30項目にわたる質疑の後、
総括質疑を行い、審査は合計で約１6時間23分に
及びました。
　その結果、一般会計予算、各特別会計予算及
び各事業会計予算は全て可決されました。

令
和
６
年
度

予
算
審
査
の
概
要

（前年度当初予算比１億9,570万円増） （前年度当初予算比14億8,830万円減）

（前年度当初予算比16億7,060万円減） （前年度当初予算比３億7,800万円減）

106億7,480万円

令和６年度当初予算の内訳

53億     30万円

399億7,710万円 240億   200万円

特別会計 公営企業会計

 全会計 一般会計

予算審査特集 委員14名が
令和６年度当初予算を問う
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▲予算決算委員会の様子

予算・決算委員会（令和６年度予算審査）総括質疑、各委員の質疑

質　
令
和
６
年
度
の
学
校
給
食
特
別
会
計
予

算
に
お
け
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
経
費
の
委
員
会
開
催
回
数
は
、
２
回
予
定

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
室
蘭
市
と
の
広
域
設

置
に
関
し
て
、
今
後
の
運
営
委
員
会
の
開
催

が
、
例
年
よ
り
増
え
る
可
能
性
は
な
い
の
か
。

答　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
は
、

現
在
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す

る
諮
問
に
応
じ
る
た
め
に
設
置
し
て
お
り
、

室
蘭
市
と
広
域
設
置
の
協
議
を
進
め
る
こ
と

に
よ
る
開
催
回
数
を
増
や
す
予
定
は
な
い
。

�

（
天て

ん

神じ
ん

林ば
や
し

）

質　
令
和
６
年
度
予
算
編
成
方
針
の
考
え
方

に
つ
い
て
は
。

答　
重
点
的
に
予
算
配
分
す
る
事
業
と
し
て
、

市
政
執
行
方
針
フ
レ
ー
ム
で
示
さ
れ
た
、
人

が
輝
き
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
支
え
合
い
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
手
を
取
り
合
い
豊

か
な
未
来
へ
つ
な
げ
る
ま
ち
の
３
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
紐
付
く
事
業
を
実
施
計
画
ロ
ー
リ

ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
、
事
業
内
容
や
予
算
を

精
査
し
、
編
成
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
の
取
り
組
み
に

も
着
手
し
、
新
庁
舎
を
軸
と
し
た
新
た
な
取

り
組
み
で
経
常
予
算
の
面
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
脱
炭
素
に
資
す

る
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
押
印
廃

止
や
電
子
決
裁
の
導
入
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
施

行
な
ど
、
従
来
の
市
役
所
の
働
き
方
や
事
務

の
進
め
方
か
ら
脱
却
し
、
変
化
を
遂
げ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
庁
舎
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ら
の
働
き
方
が
標
準
と
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
移
行
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
新

庁
舎
に
お
け
る
予
算
の
執
行
を
意
識
し
た
予

算
編
成
を
行
っ
た
。

　
経
常
経
費
は
抑
制
し
た
が
、
物
価
の
上
昇

に
よ
る
影
響
も
配
慮
し
、
未
来
を
見
据
え
た

予
算
編
成
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

�

（
工く

藤ど
う

）

質　
令
和
６
年
度
は
市
長
の
改
選
期
で
あ
る

が
、
本
市
は
通
常
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
。　

　
仮
に
市
長
が
変
わ
っ
た
場
合
、
小
笠
原
市

政
下
で
計
画
さ
れ
た
各
種
の
政
策
や
プ
ラ
ン

が
抜
本
的
に
見
直
さ
れ
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る

の
か
、
想
定
や
準
備
に
つ
い
て
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

答　
令
和
６
年
度
か
ら
２
年
間
、
第
４
期
基

本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
市
民
参
画
の

も
と
、
今
ま
で
ど
お
り
職
員
と
議
論
を
重
ね

策
定
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
私
と
同
様
に
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
尊
重
で
き
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
が

市
長
に
な
ろ
う
と
も
市
政
の
方
向
性
や
考
え

方
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
令
和
６
年
度
予
算
案
の
各
事
業
は
し
っ
か

り
検
討
と
議
論
を
重
ね
、
市
民
に
理
解
し
て

い
た
だ
き
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
私
が

市
長
を
担
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
を
全
力

で
取
り
組
み
、
そ
う
で
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

職
員
が
そ
の
意
図
や
目
的
を
踏
ま
え
進
め
て

い
く
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
残
さ
れ
た
任
期
を
全
力
で
全
う
し

て
い
き
た
い
。

�

（
若わ

か

木き

）

質　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
は
、
移
住
・
定

住
の
促
進
も
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
若
者
世
代
の
雇
用
の
確
保
や
定
住
を
図
る

た
め
、
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　
奨
学
金
の
返
還
支
援
に
つ
い
て
は
、
効

果
的
な
助
成
額
、
対
象
と
す
る
企
業
や
業
種
、

企
業
の
負
担
、
企
業
間
や
先
輩
社
員
と
の
公

平
性
な
ど
に
つ
い
て
課
題
も
多
い
が
、
近
隣

市
町
で
も
実
施
し
て
い
る
の
で
、
奨
学
金
の

返
還
支
援
も
含
め
、
他
の
先
進
的
な
取
り
組

み
を
参
考
に
定
住
促
進
に
努
め
る
。

質　
国
は
、
新
た
な
価
値
創
出
や
課
題
解
決

を
実
現
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ
を
推

進
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
津
波
の
到
達
時
間

や
浸
水
範
囲
の
推
計
、
避
難
地
域
や
経
路
な

ど
の
デ
ー
タ
を
３
Ｄ
モ
デ
ル
で
可
視
化
す
る

こ
と
で
、
避
難
行
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

可
能
に
し
、
災
害
時
の
対
応
に
活
用
で
き
る

と
し
て
い
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答　
国
が
公
開
す
る
デ
ー
タ
や
Ｇ
空
間
情
報

セ
ン
タ
ー
が
収
集
・
公
開
す
る
デ
ー
タ
に
加

え
、
市
の
統
計
デ
ー
タ
や
今
年
度
構
築
す
る

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
デ
ー
タ
を
、
可

視
化
の
基
盤
や
、
ま
ち
づ
く
り
の
ツ
ー
ル
の

一
つ
と
し
て
、
多
く
の
方
に
利
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
る
。

�

（
小お

栗ぐ
り

）

運
営
委
員
会
の

運
営
委
員
会
の

��

開
催
回
数
へ
の
影
響
は

開
催
回
数
へ
の
影
響
は
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質　
令
和
3
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会
の
一

般
質
問
に
お
い
て
、
共
同
墓
に
ろ
う
そ
く
立

て
や
線
香
立
て
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
質
問

し
た
が
、
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
お
骨

の
埋
蔵
時
の
み
、
ご
供
物
な
ど
を
備
え
る
こ

と
や
回
収
や
掃
除
な
ど
を
行
う
こ
と
が
可
能

と
判
断
し
て
、
埋
蔵
時
に
限
り
、
固
定
式
で

は
な
い
可
動
式
の
ろ
う
そ
く
立
て
と
線
香
立

て
を
貸
し
出
す
方
法
で
、
昨
年
の
11
月
か
ら

運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

�

（
田た

中な
か

）

質　
幌
別
児
童
館
と
常
盤
児
童
館
を
統
合
し
、

幌
小
プ
ー
ル
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
新
児
童
館

に
つ
い
て
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
。

答　
市
内
で
一
番
大
き
な
遊
戯
室
を
有
す
る

こ
と
、
隣
接
す
る
3
部
屋
を
移
動
式
の
間
仕

切
り
と
し
開
放
的
な
利
用
が
可
能
、
ま
た
一

角
に
調
理
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
時
間
帯
に
よ
っ

て
は
調
理
を
伴
う
活
動
に
対
応
で
き
る
。

質　
市
内
事
業
者
活
用
の
考
え
は
。

答　
市
内
に
お
け
る
景
気
浮
揚
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
市
内
事
業
者
へ
の
受
注
の
機
会
確

保
に
十
分
配
慮
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
若わ

か

木き

）

質　
多
文
化
共
生
事
業
に
お
い
て
、
令
和
6

年
度
は
、
グ
ア
ム
の
サ
イ
パ
ン
市
へ
中
学
生

の
代
表
6
名
を
派
遣
す
る
に
あ
た
り
、
自
己

負
担
額
は
約
12
万
円
を
想
定
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
物
価
高
の
背
景
も
踏
ま
え
、
で

き
る
限
り
負
担
が
軽
減
で
き
る
よ
う
に
で
き

な
い
か
。

答　
本
市
と
し
て
は
、
開
催
時
期
や
派
遣
先

で
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
精
査
し
な
が
ら
、
派
遣
に
係
る
費
用
の

適
正
化
及
び
経
費
の
圧
縮
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
今こ

ん

野の

）

質　
保
険
料
が
改
定
さ
れ
る
が
そ
の
内
容
は
。

答　
均
等
割
額
は
5
万
1
千
892
円
か
ら
5
万

2
千
953
円
に
、
所
得
割
が
10
・
98
％
か
ら
11

・
79
％
に
引
き
上
げ
と
な
り
、
賦
課
限
度
額

に
つ
い
て
も
、
66
万
円
か
ら
80
万
円
に
引
き

上
げ
と
な
る
。

質　
増
額
改
定
と
な
る
理
由
は
。

答　
後
期
高
齢
者
負
担
率
が
11
・
72
％
か
ら

12
・
67
％
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
や
、

出
産
育
児
一
時
金
の
費
用
の
一
部
を
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
支
援
す
る
仕
組
み
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

�

（
佐さ

さ々

木き

）

質　
産
婦
健
康
診
査
、
産
後
子
育
て
マ
マ
派

遣
事
業
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
内
容
は
。

答　
産
婦
健
康
診
査
で
は
、
母
子
健
康
手
帳

交
付
時
に
、
産
婦
健
康
診
査
受
診
票
を
配
布

し
、
産
後
子
育
て
マ
マ
派
遣
事
業
は
、
育
児

や
家
事
支
援
が
必
要
な
利
用
者
に
対
し
、
家

事
ヘ
ル
パ
ー
が
支
援
を
実
施
し
、
ま
た
、
産

後
ケ
ア
事
業
は
、
本
年
度
よ
り
、
産
後
1
年

未
満
の
全
て
の
産
婦
が
利
用
可
能
な
訪
問
型
、

通
所
型
、
宿
泊
型
が
あ
り
、
産
婦
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

�

（
岩い

わ

田た

）

質　
鷲
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
子

ど
も
食
堂
な
ど
が
利
用
し
た
り
、
災
害
時
に

は
避
難
所
と
し
て
利
用
す
る
指
定
避
難
所
で

あ
る
が
、
施
設
を
利
用
し
て
い
て
不
便
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
、
修
繕
の
考
え
を
伺
う
。

答　
施
設
の
特
定
箇
所
の
修
繕
に
要
す
る
経

費
や
、
比
較
的
少
額
な
随
時
の
修
繕
に
対
応

す
る
経
費
を
予
算
案
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
供
用
開
始
か
ら
39
年
を
迎
え
る
が
、
安
全

に
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

利
用
者
の
声
も
聞
き
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と

か
ら
一
つ
一
つ
適
宜
対
応
し
て
い
き
た
い
。

�

（
足あ

立だ
ち

）

　
企
業
会
計
と
な
る
水
道
事
業
会
計
で
の
質

疑
に
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
、
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

質　
水
道
料
金
収
納
に
お
け
る
、
支
払
方
法

の
拡
充
へ
向
け
た
検
討
状
況
は
。

答　
支
払
方
法
の
拡
充
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
の
検
討
を
進
め
て
き
た
結
果
、

新
た
な
支
払
方
法
に
、
納
付
書
の
バ
ー
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
の
導

入
を
予
定
し
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
改
修
も
含
め
、
令
和
６
年
度
中

の
導
入
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

�

（
伊い

藤と
う

）

質　
介
護
保
険
特
別
会
計
で
行
っ
て
い
た
事

業
の
一
部
が
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
庫
支
出

金
等
全
般
の
歳
入
に
影
響
が
生
じ
る
の
で
は
。

答　
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
移
行
す

る
事
業
に
係
る
交
付
金
は
一
般
会
計
で
の
歳

入
と
な
る
が
交
付
率
に
変
更
は
な
く
影
響
は

生
じ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
支
え
と
な
る
介

護
保
険
制
度
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
し
っ

か
り
と
制
度
の
理
解
、
分
析
を
行
う
よ
う
提

言
し
ま
し
た
。

�

（
戸と

井い

）

共
同
墓
の
現
在
の
整
備
状
況
は

共
同
墓
の
現
在
の
整
備
状
況
は

��

い
か
に

い
か
に

統
合
予
定
の
新
児
童
館
の
概
要
は

統
合
予
定
の
新
児
童
館
の
概
要
は

負
担
軽
減
で
公
平
な
チ
ャ
ン
ス
を

負
担
軽
減
で
公
平
な
チ
ャ
ン
ス
を

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

��

改
定
の
理
由
は

改
定
の
理
由
は

産
婦
総
合
支
援
事
業
の
内
容
は

産
婦
総
合
支
援
事
業
の
内
容
は

鷲
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

鷲
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

��

修
繕
は

修
繕
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
は

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

��

移
行
の
影
響
は

移
行
の
影
響
は
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　議会に足を運ぶことが出来ない方も、
スマートフォンやパソコンで本会議や委
員会の生中継、過去の録画中継をご覧い
ただけます。市議会ウェブサイトにアク
セスし、「議会中継」のリンクからご覧
ください。

　本会議や各委員会は、自由に傍聴することができま
す。議会だよりの紙面ではお伝え出来ない議会や議員
の生の姿を見聞き出来ますので、ぜひお越しください。

議会中継を見てみませんか？議会中継を見てみませんか？

議会を見に来てみませんか？議会を見に来てみませんか？

令和６年第２回定例会は
６月14日㈮から開催される予定です。

☎�9220／ gikai@city.noboribetsu.lg.jp問い合わせ

質　
救
急
出
動
件
数
が
増
加
の
中
、
軽
症
者

な
ど
が
救
急
要
請
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
圧

迫
や
重
傷
者
へ
の
対
応
の
遅
れ
な
ど
が
懸
念

さ
れ
る
が
消
防
本
部
の
対
応
は
。

答　
本
市
は
人
口
減
少
傾
向
だ
が
、
救
急
出

動
回
数
は
高
止
ま
り
状
態
で
、
救
急
車
の
適

正
利
用
が
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
119
番
通
報
時
に
明
ら
か
に
軽
症
と
判
断
で

き
る
も
の
に
つ
い
て
は
自
家
用
車
や
公
共
交

通
機
関
な
ど
を
利
用
し
て
医
療
機
関
を
受
診

で
き
な
い
か
確
認
し
て
い
る
ほ
か
、
各
所
で

広
報
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

�

（
杉す

ぎ

尾お

）

質　
令
和
4
年
度
の
地
質
調
査
と
令
和
6
年

度
の
詳
細
地
質
調
査
の
関
係
性
お
よ
び
調
査

完
了
後
の
当
該
造
成
地
の
取
り
扱
い
は
。

答　
令
和
4
年
度
の
地
質
調
査
で
は
、
滑
動

崩
落
の
緊
急
性
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
が
、

令
和
6
年
度
は
、
大
規
模
な
地
震
発
生
時
に

お
け
る
滑
動
崩
落
の
可
能
性
や
対
策
工
の
可

否
を
判
断
す
る
た
め
詳
細
調
査
を
行
う
。

　
詳
細
調
査
の
結
果
、
安
全
性
が
十
分
に
確

保
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地
域
住
民
へ
の
説
明

や
災
害
予
防
対
策
、
盛
土
の
滑
動
崩
落
対
策

な
ど
の
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

�

（
小お

栗ぐ
り

）

質　
登
別
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
係
る
事

業
費
は
、
当
初
よ
り
増
大
し
て
い
る
が
、
総

事
業
費
は
ど
の
程
度
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
乗
換
こ
線
橋
の
新

設
に
係
る
経
費
総
額
は
約
10
・
2
億
円
と
な

っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
実
施
に
併
せ
て
令
和
6

年
度
か
ら
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
新
駅
舎
の
建
設
及
び

現
駅
舎
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
新
駅
舎
、

現
駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
事
を

確
認
し
て
い
る
。

�

（
工く

藤ど
う

）

質　
空
き
家
の
所
有
者
が
市
内
に
在
住
し
て

い
れ
ば
広
報
紙
な
ど
で
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
市
外
に
在
住
の
方
へ
の
補
助
制

度
の
周
知
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答　
毎
年
発
送
し
て
い
る
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
納
税
通
知
書
に
、
空
き
家
の
意
識

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
い
る
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
補
助
制
度
の
概
要
が

記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詳
細
が
掲
載

さ
れ
た
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

�

（
金か

な

澤ざ
わ

）

質　
12
月
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ー

ニ
ス
内
に
開
店
し
た
の
ぼ
り
べ
つ
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョ
ッ
プ
の
評
判
や
販
売
状
況
は
。

答　
お
歳
暮
の
時
期
と
重
な
る
な
ど
、
上
々

の
売
り
上
げ
と
な
り
、
ま
た
、
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
推
奨
品
2
品
を
中
心
と
し
た
試
食
会
が

開
催
さ
れ
、
好
評
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
を
一
括
し
て
扱
う
店
舗

と
し
て
の
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
、
販
売
員
の
ス
キ

ル
が
重
要
で
あ
り
、
遠
く
か
ら
も
商
品
を
買

い
求
め
に
来
ら
れ
る
よ
う
な
店
舗
を
目
指
し

て
い
た
だ
く
よ
う
指
摘
し
ま
し
た
。

�

（
成な

り

田た

）

救
急
車
両
の
適
正
利
用
を

救
急
車
両
の
適
正
利
用
を

��

徹
底
す
べ
き
で
は

徹
底
す
べ
き
で
は

大
規
模
盛
土
造
成
地
の

大
規
模
盛
土
造
成
地
の

��
詳
細
調
査
完
了
後
は

詳
細
調
査
完
了
後
は

登
別
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の

登
別
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の

��

現
状
は

現
状
は

空
き
家
所
有
者
へ
の

空
き
家
所
有
者
へ
の

��

補
助
制
度
の
周
知
は

補
助
制
度
の
周
知
は

登
別
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
の

登
別
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
の

��

評
判
は
い
か
に

評
判
は
い
か
に
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